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（写真提供 山梨県富士山レンジャー） 

第21回 富士さんへ謹賀新年 

～富士山あて年賀状～ 入賞・入選作品決定！ 
－美しい富士山を守り、未来へ引き継いで行くために－ 

 
富士山レンジャー活動報告 
－環境学習会、新任レンジャー紹介など－ 
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第２1回 富士さんへ謹賀新年～富士山あて年賀状～ 
 富士山ボランティアセンターでは、富士山の環境保全に向けた意識を高め、美しい富士山を将来にわたり守り

引き継ぐことを決意した「富士山憲章」の普及定着を図るため、富士山にあてた年賀状を募集しました。21回目を

迎え33都道府県と海外から1277点の応募があり、厳正な審査の結果、最優秀賞3点、優秀賞6点、審査員長賞1

点、審査員特別賞4点、企画力賞2点、表現力賞2点、メッセージ賞2点を含めた、入選200点を決定いたしました。 

 たくさんのご応募、誠にありがとうございました。 

審査員長  櫻井   孝美  氏（安井賞受賞画家） 
審  査  員 松島   仁    氏（静岡県富士山世界遺産センター 教授） 
         五十嵐 哲也  氏（山梨県産業技術センター富士技術支援センター 主幹研究員) 
        秋本   梨恵  氏（山梨県産業技術センター富士技術支援センター 主任研究員） 
        田所   良通  氏（山梨県立美術館 副主幹） 
        土屋   淳    氏（山梨県立富士山世界遺産センター 副所長） 

最 優 秀 賞 

１ 

 審 査 員 

 審 査 員 総 評 

◆今回は総じてメッセージを表現する作品が多くあり、それは富士山に新たな一年の夢、希望を託したいと願う 

 意味だろうと思う。また、ハガキサイズの小画面の中にあふれる作者の創作が充分読み取れる力作、秀作ぞろ 

 いだった。 

◆戦争や災害が蔓延する困難な時代、日常の平安を希求するような穏やかな作品が目についた。 

◆元日の震災や海外の戦禍が影を落とす中、富士山に平安を願う作品や、日常の大切さを描いた作品が印象 

 に残った。 

◆小学生低学年以下の作品には、特に自由な発想や表現が見られ、中・高校生の部、一般の部では技術の高 

 い作品が多くあり、メッセージも興味深い作品が多かった。絵具を使った作品が減っているが、逆に相対的に色 

 の強い作品がよく見えるように感じた。 

◆応募者は本当に富士山が好きなんだと思った。心の支えにしていたり、富士山に対して願いがあったりと、富 

 士山の山肌や空気、周囲のことを感じながら描かれた作品から、人の心に富士山は「在る」のだと思った。 

◆富士山世界文化遺産登録10周年記念に合わせた前回の募集数より減ったものの、例年通りの力作揃いで 

 あった。グラフィックな作品もあったが、やはり年賀状には手作り感が求められているのかと感じるほど、手を 

 使って製作された作品が多かった。 

岩佐 夏帆 

（山梨県/小学生以下の部） 

久保 友乃 

（東京都/中学生・高校生の部） 

犬塚 由美子 

（山梨県/一般の部） 

◆色彩のハーモニーに心の安らぎを感 

   じる幸せにあふれた作品。 

◆曙光の鮮やかさ、力強さが目を射る。 

◆シルエットになった富士山とその肩 

   越しに輝く太陽のコントラスト、空 

 の光の美しさが見事な作品。 

 ◆街中の富士。穏やかな構図に柔らか 

 な色感。いつもの富士の安心感が温 

 かい作品。  

◆控えめな淡い富士山が遠景となり、 

 人々の小さな暮らしを静かに見守る 

 風景に日常のかけがえのなさが感じ 

 られる。 

◆布地風で富士山をやわらかく表現し、 

 色彩の美しさ、斬新なアイデアは秀作。  

◆色とりどりの布をドレスにした富士山 

 の可愛らしいポーズが、とてもキュー 

 トで魅力的な作品。  



優 秀 賞 

審査員長賞 

企画力賞 

審査員特別賞 

表現力賞 

メッセージ賞 

山内 ひかり（山梨県） 

飯田 千陽（静岡県） 内田 輝人（大阪府） 

大澤 翔（神奈川県） 

長谷部 唯（山梨県） 

髙橋 愛海（東京都） 

飯田 陽大（静岡県） 

林 佩欣(台湾） 

杉山 しげ行（新潟県） 渡辺 和徳（広島県） 

石原 優羽（山梨県） 

忍山 実美花（神奈川県） 

鈴木 要（京都府） 

渡邊 れみ（山梨県） 笹岡 桂子（奈良県） 

２ 

米山 愛梨（山梨県） 

◆そびえ立つ富士。頂上は白い雪におおわ

れているが、朝日に照らされてオレンジ色に

染まっている。白い光線が希望の未来を思

わせ、青緑の色が生命力を思わせる作品。 

内田 智宙（大阪府） 

富士山ボランティアセンターのホームページでは、入賞作品と審査員講評をご覧いただけます。 



   

 ～
富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
～ 

 
 

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
運
営

し
て
い
る
富
士
山
憲
章
山
梨
県
推
進
会
議

は
、
山
梨
県
と
富
士
北
麓
地
域
の
７
市
町
村

(

富
士
吉
田
市
、
西
桂
町
、
忍
野
村
、
山
中
湖

村
、
富
士
河
口
湖
町
、
鳴
沢
村
、
身
延
町)
、
２

つ
の
恩
賜
林
組
合(

富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩

賜
県
有
財
産
保
護
組
合
、
鳴
沢
・富
士
河
口

湖
恩
賜
県
有
財
産
保
護
組
合)

で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
平
成
１０
年
に
山
梨
・
静
岡
両
県
で

制
定
し
た
「富
士
山
憲
章
」の
普
及
啓
発
や
、

富
士
山
の
環
境
保
全
と
適
正
利
用
を
推
進
す

る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

富
士
山
の
環
境
保
全
に
向
け
た
意
識
や
関

心
を
高
め
、
美
し
い
富
士
山
を
将
来
に
わ
た
り

守
り
引
き
継
く
こ
と
を
決
意
し
た
「富
士
山

憲
章
」の
普
及
定
着
を
図
る
た
め
、
富
士
山
に

あ
て
た
年
賀
状
を
募
集
し
ま
し
た
。 

 

前
回
の
入
賞
・入
選
作
品
巡
回
展
は
、
富
士

山
世
界
文
化
遺
産
登
録
１０
周
年
を
記
念
し

た
こ
と
や
、
外
国
人
観
光
客
の
来
訪
も
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
前
に
戻
り
つ
つ
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
方
に

ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。
外
国
の
方
に
も
、
富

士
山
の
環
境
保
全
運
動
の
原
点
と
な
る
「富

士
山
憲
章
」の
理
念
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
審
査
員
講
評
パ
ネ
ル
の
一
部
に
富

士
山
あ
て
年
賀
状
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
「富
士
山

憲
章
」行
動
規
範
を
、
「英
語
」「中
国
語
」「韓

国
語
」に
て
掲
示
し
ま
し
た
。
そ
の
中
、
海
外
の

懸
賞
サ
イ
ト
に
、
「第
２１
回
富
士
さ
ん
へ
謹
賀

新
年
～
富
士
山
あ
て
年
賀
状
～
作
品
募
集
」

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
日
本
国

内
に
在
住
の
外
国
の
方
か
ら
ご
応
募
い
た
だ
い

て
い
ま
し
た
が
、
直
接
海
外
か
ら
も
ご
応
募
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 
 

              

 

令
和
６
年
２
月
１５
日
（木
）、
富
士
山
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
に
て
入
賞
２０
点
を
含

む
入
選
２
０
０
点
を
発
表
。
同
日
、
山
梨
県
立

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
南
館
で
「第
２１

回
富
士
さ
ん
へ
謹
賀
新
年
～
富
士
山
あ
て
年

賀
状
～
入
賞
・入
選
作
品
巡
回
展
」を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。 

 

 

今
後
の
展
示
会
場
、
日
時
は
Ｈ
Ｐ
で
も
ご
確

認
い
た
だ
け
ま
す
。
こ
の
機
会
に
是
非
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

 

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
富

士
山
の
環
境
保
全
募
金
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
募
金
は
、

富
士
山
の
環
境
保
全
の
費
用
と
し
て
大
切
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
募
金
箱
の
設
置 

 

場
所
は
、
富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
Ｈ

Ｐ
で
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。
ま
た
今
月
か
ら
募

金
箱
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
今
回
も
カ

ラ
マ
ツ
か
ら
作
ら
れ
た
募
金
箱
で
す
。
カ
ラ
マ

ツ
は
日
本
で
自
生
す
る
唯
一
の
落
葉
樹
で
す
。

新
た
に
設
置
い
た
だ
け
る
施
設
、
お
店
な
ど
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
Ｈ
Ｐ

で
は
、
未
来
を
担
う
小
学
校
高
学
年
向
け
に

「富
士
山
憲
章
」の
主
旨
や
富
士
山
の
保
全
に

つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
「富
士
山
憲
章

ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
」を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
他
、

清
掃
活
動
用
の
ゴ
ミ
袋
や
軍
手
を
無
料
で
配

布
し
て
い
ま
す
。
ご
興
味
が
あ
る
方
、
富
士
山

の
保
全
や
山
麓
地
域
で
清
掃
活
動
を
検
討
さ

れ
て
い
る
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

（http
s:/

/
w

w
w

.y
a
m

a
n
a
sh

i-
k
an

k
o
u
.jp

/

v
o
lu

n
teer/

） 

富
士
山
憲
章
ニ
ュ
ー
ス 

一次審査の様子 

富

士

山

環

境

保

全

募

金

箱 

第
21
回
富
士
さ
ん
へ
謹
賀
新
年 

 
 
 

～
富
士
山
あ
て
年
賀
状
～ 

 
 
 
 
 

入
賞
・入
選
作
品 

決
定
！ 

最終審査の様子 

間伐材の有効活用は健全な森林の保全と

いう役割を担っています。 

３ 

山梨県立富士山世界遺産センター 南館 



ラ
イ
ン
の
遵
守
状
況
の
確
認
を
し
て
い
ま

す
。
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
樹
海
で
の
巡
回

記
録
を
ま
と
め
、
利
用
状
況
や
問
題
行
為
の

有
無
な
ど
の
報
告
を
し
て
い
ま
す
。 

 

毎
年
厳
冬
期
、
山
梨
県
と
山
梨
県
警
で
富

士
山
の
登
山
口
「馬
返
」に
て
冬
山
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。
シ
ー
ズ
ン
に
六
～
七
回
は
富

士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
も
一
緒
に
実
施
し
ま
す
。 

  

登
山
届
は
出
し
た
か
、
き
ち
ん
と
計
画
が

さ
れ
て
十
分
に
装
備
し
て
い
る
か
、
な
ど
を

聞
き
取
り
、
危
険
を
感
じ
た
ら
直
ち
に
計
画

を
中
止
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。 

 

ひ
と
り
ひ
と
つ
し
か
な
い
命
を
大
切
に
。 

ス
ト
を
し
た
り
、
不
法
投
棄
の
写
真
パ
ネ
ル
を

展
示
し
解
説
し
ま
し
た
。
な
か
な
か
ゼ
ロ
に
な

ら
な
い
不
法
投
棄
で
す
が
、
人
々
に
現
状
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
、
一
人
ひ
と
り
の
「一

歩
」に
つ
な
が
る
と
良
い
と
思
い
ま
し
た
。 

  

12
月
14
日
（木
）、
山
梨
県
立
富
士
山
世
界

遺
産
セ
ン
タ
ー
研
修
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

青
木
ヶ
原
樹
海
な
ど
の
自
然
環
境
を
保
全
し
、

適
正
に
利
用
す
る
こ
と
が
目
的
で
、
対
象
エ
リ

ア
を
利
用
す
る
団
体
・
事
業
者
と
学
識
経
験

者
、
関
係
行
政
機
関
が
メ
ン
バ
ー
で
す
。
毎
年

１
回
の
協
議
会
で
新
し
く
加
入
し
た
事
業
者
の

承
認
や
、
各
団
体
の
活
動
状
況
報
告
、
ガ
イ
ド 

毎
週
の
よ
う
に
大
室
ブ
ナ
広
場
を
巡
回

し
、
見
て
い
た
ミ
ズ
ナ
ラ
が
倒
さ
れ
る
様
子

を
目
に
し
て
、
寂
し
い
気
持
ち
に
は
な
り
ま

し
た
が
、
世
の
中
に
出
て
有
効
に
活
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
な
ら
、
そ
れ
も
良
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

11
月
11
日
（土
）道
の
駅
富
士
吉
田
に
て

開
催
し
ま
し
た
。
山
梨
県
や
北
麓
市
町

村
、
自
動
車
整
備
振
興
会
、
周
辺
企
業
等

関
係
者
が
参
加
し
、
道
の
駅
利
用
者
の

方
々
に
啓
発
物
品
を
配
り
、
不
法
投
棄
防

止
を
呼
び
か
け
る
活
動
と
、
道
の
駅
周
辺

の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
回
収
し
た
ゴ

ミ
の
総
量
は
、
可
燃
９
㎏
、
不
燃
７
㎏
で
し

た
。 

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
参
加
者
の
ア
シ 

２
０
２
３
年
７
月
～
２
０
２
４
年
１
月 

  
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
活
動
報
告 

ナ
ラ
枯
れ
ミ
ズ
ナ
ラ
伐
採 

富
士
山
麓
古
タ
イ
ヤ
等 

不
法
投
棄
防
止
集
中
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

冬
山
安
全
登
山
啓
発 

エコツアーガイドライン推進協議会の様子 

 

ミズナラの伐採作業を見つめるレンジャー 

道の駅周辺のゴミ拾いをする参加者 

 

出発の準備をしている登山者たち 

富
士
山
青
木
ヶ
原
樹
海
等 

エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
推
進
協
議
会 

 

令
和
２
年
の
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
１
３
３
号
に

も
記
載
し
ま
し
た
が
、
令
和
２
年
９
月
に
、

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
北
麓
地
区
の
ナ
ラ
枯

れ
調
査
に
協
力
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
国
立

公
園
特
別
保
護
地
区
に
あ
る
大
室
ブ
ナ
広

場
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
、
ミ
ズ
ナ
ラ
の
大
木
も

カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
の
被
害
に
遭
っ
て
い

ま
し
た
。
山
梨
県
で
は
、
ミ
ズ
ナ
ラ
を
伐
採

し
、
木
材
と
し
て
有
効
活
用
す
る
方
針
を
決

め
ま
し
た
。
木
材
の
活
用
方
法
は
、
実
際
に

伐
採
し
た
状
態
を
見
て
か
ら
判
断
す
る
こ
と

に
な
り
、
令
和
５
年
９
月
１３
日
（水
）、
伐
採

に
先
立
ち
神
主
に
よ
る
安
全
祈
願
が
行
わ

れ
、
翌
日
か
ら
伐
採
作
業
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。 

４



◆
野
原
を
歩
い
て
い
て
「こ
の
草
が
あ
る
な

ら
、
そ
ば
に
あ
の
花
が
あ
る
は
ず
！
」と
気
付

い
た
こ
と
は
な
い
で
す
か
？
思
っ
た
通
り
に
植

物
が
配
置
さ
れ
て
い
る
と
、
や
っ
ぱ
り
こ
の
組

み
合
わ
せ
だ
～
と
う
れ
し
い
も
の
で
す
が
、
じ

つ
は
植
物
に
と
っ
て
そ
れ
は
す
ご
く
当
然
の
こ

と
の
よ
う
な
の
で
す
。 

◆
植
物
は
そ
れ
ぞ
れ
の
好
み
の
環
境

を
持
っ
て
い
ま
す
。
乾
燥
し
て
い

る
・・
・湿
っ
て
い
る
・・・日
向
・
・・

日
陰
・・
・。
す
る
と
、
同
じ
好
み

を
持
つ
植
物
同
士
は
、
同
じ
環

境
に
集
ま
っ
て
植
物
の
社
会
を
作

り
ま
す
。
同
じ
環
境
を
好
む
植

物
の
共
同
体
（群
落
）で
す
。
こ
の

植
物
た
ち
の
「共
生
の
法
則
」に
よ
っ

て
、
環
境
ご
と
に
特
徴
あ
る
“風
景
”が

で
き
あ
が
る
と
い
う
わ
け
で
す
。 

 
で
は
、
噴
火
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
火
山
・富

士
山
に
は
、
ど
ん
な
植
物
の
風
景
が
み
ら
れ

る
で
し
ょ
う
？ 

◆
水
分
や
養
分
に
乏
し
く
、
そ
し
て
土
壌
の

安
定
し
な
い
火
山
荒
原
に
は
、
緑
の
“パ
ッ
チ
” 

前
号
の
ク
イ
ズ
正
解
発
表 

② 
④ 

⑤  

① ③ 本栖湖 

精進湖 

西湖 

河口湖 

山中湖 

厳
し
い
環
境
を
、 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

「寄
り
合
い
」で
乗
り
切
る 

植
物
の
生
ま
れ
持
っ
た
性
質
が 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

そ
の
「
風
景
」を
作
る 

風
景
の
デ
ザ
イ
ン 

 

如
何
で
し
た
で
し
ょ
う
か
？
今
回
は
続
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
湖
か
ら
の
富
士
山
の
特
徴
と

見
分
け
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
（赤
い
矢
印
参

照
）。 

①
本
栖
湖
・・・右
（西
側
）に
「大
沢
崩
」、
左

下
に
側
火
山
の
「大
室
山
」。 

②
精
進
湖
・
・・
写
真
は
「三
方
分
山
」方
面
か

ら
。
正
面
奥
に
「大
室
山
」
（い
わ
ゆ
る
子
抱

き
富
士
の
構
図
）と
手
前
に
は
湖
に
流
れ
込

ん
だ
溶
岩
流
の
跡
が
見
え
ま
す
。 

③
西
湖
・・
・東
岸
、
西
岸
か
ら
は
富
士
を
拝

め
ず
、
北
西
側
に
回
り
込
ん
で
く
る
と
、
手

前
に
横
た
わ
る
「足
和
田
山
」の
向
こ
う
に
富

士
の
姿
が
段
々
見
え
て
き
ま
す
。 

④
河
口
湖
・・
・写
真
は
「
御
坂
黒
岳
」か
ら
眺

め
た
と
こ
ろ
。
向
か
っ
て
に
右
側
（西
）、
長
く

伸
び
る
裾
に
は
、
ポ
コ
ポ
コ
と
い
う
感
じ
で

「側
火
山
」が
列
を
な
し
て
連
な
っ
て
い
る
様

子
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

⑤
山
中
湖
・・
・右
側
（西
）の
中
腹
に
は
、
「小

御
岳
火
山
」、
左
側
（東
）の
中
腹
部
に
は
「宝

永
火
山
」が
、
そ
れ
ぞ
れ
出
っ
張
っ
て
み
え
て
い

ま
す
。
噴
火
活
動
に
よ
っ
て
植
生
が
破
壊
さ

れ
た
部
分
は
、
冬
、
下
の
方
ま
で
真
っ
白
な
雪

姿
に
な
り
ま
す
。 

 

シ
ン
プ
ル
に
表
現
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
富
士

山
。
異
な
る
角
度
か
ら
観
察
す
る
と
、
そ
の

下
に
は
複
雑
な
形
成
過
程
が
秘
め
ら
れ
て
い

そ
う
で
す
。
ぜ
ひ
特
徴
に
注
目
し
て
、
面
白
い

発
見
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

状
群
落
が
あ
ち
こ
ち
に
み
ら
れ
ま
す
。
小
さ

な
布
を
継
い
で
作
る
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
と
い
う
手

芸
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
“パ
ッ
チ
”で
す
。
ハ
ン

ノ
キ
や
カ
ラ
マ
ツ
、
そ
の
根
元
に
は
オ
ン
タ
デ

や
イ
タ
ド
リ
、
コ
ケ
モ
モ
な
ど
が
寄
り
合
っ

て
、
パ
ッ
チ
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
こ
の
寄
り
合

い
は
植
物
の
生
き
残
る
知
恵
で
す
。 

◆
オ
ン
タ
デ
や
イ
タ
ド
リ
は
、
不
安
定
な
火

山
性
の
土
壌
に
根
を
深
く
張
り
、
地
盤
を
安

定
さ
せ
る
役
目
を
し
ま
す
。
そ
こ
へ
、
カ
ラ
マ

ツ
な
ど
の
樹
木
が
根
を
か
ら
め
、
そ
の
葉
や

枝
の
屋
根
で
厳
し
い
風
や
雪
か
ら

守
ら
れ
て
、
コ
ケ
モ
モ
な
ど
の

低
木
や
草
本
が
定
着
す

る
・・
・こ
う
し
て
で
き
た
群

落
が
富
士
山
の
パ
ッ
チ
で

す
。
こ
の
よ
う
に
他
の
植

物
の
助
け
に
な
る
植
物
を

“ナ
ー
ス
プ
ラ
ン
ツ
（看
護

植
物
）”と
呼
ん
だ
り
し
ま

す
が
、
寄
り
添
い
合
い
、
お
互

い
を
助
け
合
っ
て
厳
し
い
環
境
に
耐

え
る
共
同
体
を
見
て
い
る
と
、
“ナ
ニ
ー
プ
ラ

ン
ツ
”と
呼
び
た
く
な
り
ま
す
。
ナ
ニ
ー
と

は
、
英
国
発
祥
の
職
業
で
、
お
母
さ
ん
に
代

わ
っ
て
子
供
を
守
り
育
て
る
プ
ロ
の
こ
と
で

す
。 

 

自
然
の
定
め
に
よ
っ
て
社
会
を
つ
く
る
植
物

た
ち
の
見
事
な
配
置
に
は
、
い
つ
も
感
心
さ
せ

ら
れ
ま
す
。 

５



新
任
レ
ン
ジ
ャ
ー
紹
介 

谷
田 

静
夫 

レ
ン
ジ
ャ
ー 

 

鬼
頭 

宏
和 

レ
ン
ジ
ャ
ー 

  

こ
の
度
、
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
鬼
頭
宏
和
で
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

 

山
や
自
然
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
長
野

県
で
過
ご
し
た
学
生
時
代
の
こ
と
で
し

た
。
知
り
合
い
に
誘
わ
れ
る
ま
ま
、
山
に

登
っ
た
事
も
な
い
の
に
自
然
保
護
指
導
員

と
し
て
北
ア
ル
プ
ス
に
入
り
、
よ
く
わ
か
ら

な
い
ま
ま
に
一
ヶ
月
仕
事
を
し
た
の
が
始

ま
り
で
す
。
同
時
に
写
真
も
撮
り
始
め
、

信
州
、
そ
し
て
そ
の
後
に
移
り
住
ん
だ
富

士
山
麓
で
は
静
岡
、
山
梨
の
山
を
、
カ
メ

ラ
を
担
い
で
歩
き
ま
し
た
。 

      
 

  
富
士
山
に
は
、
最
近
五
合
目
よ
り
下
の

森
に
入
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
（歳

の
せ
い
か
・・・？
）。
そ
こ
で
、
い
ま
さ
ら
な

が
ら
貴
重
な
自
然
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
知
り
、
そ
の
森
を
守
り
育
て
る
仕
事
が

し
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
働

け
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

６

 

始
め
ま
し
て
！ 

こ
の
度
、
富
士
山
レ
ン

ジ
ャ
ー
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
谷
田
静
夫

で
す
。 

 

富
士
山
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
特
別
な

山
で
あ
る
こ
と
は
皆
さ
ん
も
知
っ
て
の
通

り
で
す
。
富
士
山
を
眺
め
て
い
る
と
内
な

る
心
が
と
て
も
穏
や
か
に
、
な
に
か
澄
ん

だ
よ
う
な
心
持
に
な
る
の
は
私
だ
け
で

し
ょ
う
か
。 

 

い
ろ
い
ろ
な
山
に
登
り
、
そ
の
頂
か
ら
遠

く
富
士
の
姿
を
眺
め
る
た
び
に
綺
麗
だ
と

思
う
気
持
ち
。 

 

そ
ん
な
富
士
山
に
関
わ
る
仕
事
で
あ
る

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
勤
務
で
き
る

こ
と
に
心
か
ら
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。 

 

国
内
外
の
多
く
の
皆
さ
ん
が
富
士
山
に

楽
し
く
接
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
レ
ン

ジ
ャ
ー
と
し
て
、
何
が
で
き
る
の
か
？
私
な

り
に
考
え
行
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

 

富
士
山
の
「知
識
」を
深
め
、
環
境
保

全
の
「意
識
」を
育
む
こ
と
を
目
的
に
、

学
習
支
援
と
し
て
環
境
学
習
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー

は
年
間
２
５
０
日
ほ
ど
富
士
北
麓
地
域

を
巡
回
し
て
お
り
、
出
逢
え
た
動
植
物

達
、
身
近
に
仰
ぎ
見
る
四
季
折
々
の
富

士
山
の
姿
、
残
念
で
悲
し
い
ゴ
ミ
や
不

法
投
棄
等
を
、
記
録
と
し
て
日
々
写
真

に
収
め
て
い
ま
す
。
そ
の
撮
影
し
た
写
真

を
用
い
て
、
な
る
べ
く
わ
か
り
や
す
く
、

楽
し
ん
で
学
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
工

夫
を
凝
ら
し
た
内
容
を
気
持
ち
を
込
め

て
お
話
を
し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
内

容
は
充
実
し
て
お
り
、
学
生
を
対
象
と

し
た
環
境
学
習
会
や
よ
ろ
ず
相
談
、
一

般
の
方
や
企
業
様
を
対
象
と
し
た
環
境

研
修
会
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
で
の
出
前
講

座
等
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
レ

ン
ジ
ャ
ー
が
在
籍
す
る
富
士
山
世
界
遺

産
セ
ン
タ
ー
に
は
観
察
園
も
あ
り
、
溶

岩
を
直
接
見
て
触
れ
る
な
ど
、
座
学
で

は
味
わ
え
な
い
現
地
現
物
の
環
境
学
習

を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。  

 

  
 

 

コ
ロ
ナ
明
け
の
２
０
２
３
年
度
、

環
境
教
育
の
更
な
る
推
進
を
図
る
べ

く
、
地
元
企
業
や
図
書
館
な
ど
の
公

共
施
設
へ
積
極
的
に
働
き
か
け
、
学

習
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
更
に
、
今
年

度
は
新
た
に
「富
士
登
山
講
座
」
を
新

設
し
、
今
話
題
の
弾
丸
登
山
の
実
態
と

危
険
性
の
話
か
ら
、
富
士
登
山
の
ポ
イ

ン
ト
、
装
備
の
話
ま
で
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
な

ら
で
は
の
視
点
で
お
話
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
環
境
教
育
は
幼
児
か
ら
」

と
い
う
想
い
の
も
と
県
内
の
保
育
所

へ
も
。
園
児
の
皆
さ
ん
は
興
味
深
く

話
を
聞
き
、
質
問
も
沢
山
し
て
く
れ

ま
し
た
。 

       

２
０
２
４
年
度
は
セ
ン
タ
ー
で
の
定
期

開
催
に
加
え
、
忍
野
村
の
森
の
学
習

館
、
富
士
河
口
湖
町
の
未
来
創
造
館
な

ど
、
地
域
の
子
供
達
が
集
ま
る
場
所
を

お
借
り
し
、
移
動
教
室
的
学
習
会
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。 

 

今
後
も
引
き
続
き
環
境
教
育
に
力
を

注
ぎ
、
美
し
い
富
士
山
を
未
来
に
引
き

継
ぎ
た
い
と
願
う
レ
ン
ジ
ャ
ー
で
す
。 

<センター内観察園にて> 

<県内保育所にて> 



富士山世界遺産センターだより24号 
■
富
士
山
の
日
記
念
行
事 

 

皆
さ
ん
ご
存
じ
の
通
り
、
２
月
23
日
は
富

士
山
の
日
で
し
た
。
県
内
各
地
で
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
富
士
山
世
界

遺
産
セ
ン
タ
ー
で
も
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
来
館
で
き
な
か
っ

た
方
も
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
毎
年
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
２
月
21
日
～
25
日 

 
 
 

２
施
設
企
画
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー 

  

山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所
と
山
梨
県

立
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し

て
ク
イ
ズ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。 

ク
イ
ズ
用
紙
に

２
施
設
両
方
の
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
も
ら

い
、 

期
間
中
に
用
紙
を
持
参
し
た
方
に
は

記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。 

こ
の
企
画
も
恒
例
に
な
り
ま
し
た
。
今

回
も
大
変
好
評
で
、
た
く
さ
ん
の
方
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
着
50
名
様

に
記
念
品
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。  

     

●
２
月
23
日 

 
 
 

缶
バ
ッ
チ
づ
く
り 

 
 

 

富
士
山
の
日
当
日
は
、
当
セ
ン
タ
ー
南
館

内
で
缶
バ
ッ
チ
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。
こ

ち
ら
も
毎
年
行
っ
て
い
る
企
画
で
す
。
デ
ザ

イ
ン
も
様
々
で
、
い
ろ
い
ろ
な
缶
バ
ッ
チ
を
作

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

毎
回
た
く
さ
ん
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、

思
い
思
い
に
富
士
山
に
色
を
つ
け
た
り
、
言

葉
を
入
れ
た
り
、
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

缶
バ
ッ
チ
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 
 

 

２
０
２
３
年
、
は
富
士
山
世
界
遺
産
登
録

10
周
年
で
し
た
。
全
国
各
地
で
記
念
イ
ベ

ン
ト
が
た
く
さ
ん
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
セ
ン

タ
ー
で
も
10
周
年
記
念
缶
バ
ッ
チ
を
作
成

し
、
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
好
評
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
デ
ザ
イ
ン
は
今
回
で
終
了
と

な
り
ま
す
が
、
今
後
も
新
た
な
デ
ザ
イ
ン

を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

■
富
士
山
世
界
遺
産
ガ
イ
ド
会 

 

 
 

 

皆
さ
ん
、
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
に

は
富
士
山
世
界
遺
産
ガ
イ
ド
会
と
い
う
の

が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。
当
セ
ン
タ
ー

南
館
は
世
界
遺
産
に
関
わ
る
展
示
を
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
解
説
を
し
て
い

た
だ
け
る
ガ
イ
ド
の
方
々
が
い
ま
す
。
来
館

い
た
だ
い
た
方
々
に
、
よ
り
深
く
展
示
を
理

解
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
願
い
か
ら
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
ガ
イ
ド
会
に
登
録

さ
れ
て
い
る
の
は
58
名
い
ま
す
。 

 

ガ
イ
ド
を
利
用
す
る
際
に
は
、
ま
ず
当
セ

ン
タ
ー
の
Ｈ
Ｐ
に
利
用
日
に
ガ
イ
ド
が
何
名

い
る
の
か
を
確
認
し
て
も
ら
い
ま
す
。
ま
た

は
電
話
等
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
事

前
の
御
予
約
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
他
に

は
、
来
館
し
た
際
に
南
館
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
に
申
し
出
て
も
ら
う
と
対
応
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ガ
イ
ド
の
利
用
に
は
一
切

費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
是
非
御
活
用
く

だ
さ
い
。 

 

●
高
校
生
ガ
イ
ド
が
誕
生 

  

先
に
述
べ
た
当
セ
ン
タ
ー
の
ガ
イ
ド
会
は

毎
年
新
た
な
ガ
イ
ド
を
募
集
し
、
養
成
講
座

を
開
き
、
ガ
イ
ド
を
育
成
す
る
こ
と
で
、
よ

り
多
く
の
お
客
様
へ
対
応
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
ま
す
。
今
年
度
も
、
新
た
な
ガ
イ
ド
５

名
が
加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
う

ち
４
名
は
高
校
生
で
す
。
富
士
山
の
こ
と
、

世
界
遺
産
の
こ
と
に
関
心
を
持
ち
、
富
士
山

の
世
界
遺
産
に
つ
い
て
も
っ
と
発
信
し
て
い
き

た
い
と
努
力
を
重
ね
、
今
回
無
事
富
士
山
世

界
遺
産
ガ
イ
ド
と
し
て
認
定
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。 

 

ま
だ
ま
だ
経
験
は
浅
く
、
ガ
イ
ド
と
し
て

も
未
熟
な
部
分
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
彼
ら
彼
女
ら
の
気
持
ち
は
、
先
輩
ガ
イ

ド
の
方
々
に
も
負
け
な
い
も
の
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
是
非
暖
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。 
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一
〇
〇
年
前
の
富
士
山
の
観
光 

 

（
３
）絵
葉
書
に
な
っ
た
「富
士
八
湖
」  

 

二
〇
世
紀
前
半
の
富
士
山
で
は
、
風

景
や
名
所
を
写
し
た
絵
葉
書
が
盛
ん
に

作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
中

か
ら
絵
葉
書
「富
士
八
湖
」（写
真
１
、
以

下
「富
士
八
湖
絵
葉
書
」
）を
紹
介
し
ま

す
。
製
作
年
は
未
詳
で
す
が
、
表
面
（宛

名
・通
信
面
）の
書
式
か
ら
、
大
正
七
年

（一
九
一
八
） 

か
ら
昭
和
八
年
（一
九
三

三
）年
ま
で
と
推
定
さ
れ
ま
す
。 

「富
士
八
湖
」は
富
士
山
麓
に
あ
る
八

つ
の
湖
で
、
富
士
講
は
こ
れ
を
「内
八
海
」

と
呼
び
巡
拝
し
て
い
ま
し
た
。
霊
場
と
し

て
の
内
八
海
は
、
基
本
的
に
は
、
今
日

「富
士
五
湖
」と
呼
ば
れ
る
山
中
湖
、
河

口
湖
、
西
湖
、
精
進
湖
、
本
栖
湖
に
加

え
、
明
見
湖
（富
士
吉
田
市
）、
四
尾
連

湖
（市
川
三
郷
町
）と
、
須
戸
湖
（静
岡

県
富
士
市
）ま
た
は
泉
瑞
（富
士
吉
田

市
）の
八
つ
の
湖
沼
を
指
し
ま
し
た
。 

 

〈「箱
根
芦
ノ
湖
の
富
士
」
〉 

「富
士
八
湖
絵
葉
書
」は
八
枚
組
の
絵

葉
書
で
、
富
士
五
湖
に
加
え
、
「箱
根
芦

ノ
湖
」、
「
志
比
礼
湖

シ

ビ

レ

コ

」、
「浮
島
沼
」（須

戸
湖
が
あ
る
と
さ
れ
た
）の
八
つ
の
湖
沼

を
「富
士
八
湖
」と
し
て
取
り
上
げ
て
い

ま
す
。 

芦
ノ
湖
（写
真
２
）は
、
富
士
講
に
お
い

て
は
内
八
海
で
は
な
く
、
琵
琶
湖
な
ど

と
同
じ
「外
八
海
」に
含
ま
れ
る
の
が
一

般
的
で
し
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

芦
ノ
湖
が
富
士
八
湖
と
し
て
紹
介
さ
れ

た
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？ 

「富
士
八
湖
絵
葉
書
」に
お
い
て
は
、

富
士
山
麓
と
箱
根
を
併
せ
て
一
つ
の
観

光
地
と
し
て
み
な
す
考
え
方
に
基
づ
き

八
湖
が
選
定
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
所
収
の
八
葉
は
す
べ
て

湖
の
背
後
に
富
士
山
が
大
き
く
写
る
構

図
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
写

真
は
南
側
に
尾
根
が
横
た
わ
っ
て
い
る
明

見
湖
で
は
撮
影
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。 

〈「志
比
礼
湖
ノ
富
士
」〉 

「富
士
八
湖
絵
葉
書
」の
一
葉
は
「志

比
礼
湖
ノ
富
士
」（写
真
３
）と
い
う
四

尾
連
湖
の
名
を
冠
し
た
も
の
で
す
。 

し
か
し
、
実
際
の
四
尾
連
湖
は
富
士

山
か
ら
遠
く
、
周
囲
の
山
々
で
遮
ら
れ

て
い
る
た
め
、
写
真
４
の
よ
う
な
景
色
は

見
ら
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
同
時

期
の
西

湖
を
写

し
た
絵

葉
書
（写

真
４
）を

見
る
と
、

富
士
山

の
前
方
に

あ
る
丘

陵
の
形

や
左
端

の
樹
木

の
形
が
、

「志
比

礼
湖
ノ

富
士
」と

酷
似
し

て
い
ま

す
。 

つ
ま
り
「志
比
礼
湖
ノ
富
士
」は
四
尾

連
湖
か
ら
で
は
な
く
、
西
湖
か
ら
撮
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

四
尾
連
湖
の
実
景
よ
り
も
西
湖
の
富

士
山
の
方
が
絵
葉
書
に
適
し
て
い
る
と

判
断
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

〈景
勝
地
と
し
て
の
「
富
士
八
湖
」〉  

前
回
ま
で
で
述
べ
た
通
り
、
二
〇
世

紀
初
頭
の
富
士
山
で
は
、
信
仰
以
外
の

目
的
で
来
た
人
々
も
、
富
士
講
が
巡
拝

し
た
場
所
を
観
光
地
と
し
て
訪
問
し
て

い
ま
し
た
。
元
来
は
信
仰
の
対
象
で
あ
っ

た
「内
八
海
」も
、
二
〇
世
紀
に
な
る
と

富
士
山
と
湖
を
組
み
合
わ
せ
た
風
景
が

鑑
賞
で
き
る
景
勝
地
「富
士
八
湖
」と
し

て
注
目
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
今
回
紹
介
し

た
よ
う
な
絵
葉
書
が
製
作
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。 

し
か
し
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「富

士
八
湖
絵
葉
書
」で
は
内
八
海
の
う
ち

明
見
湖
は
芦
ノ
湖
に
変
更
さ
れ
、
四
尾

連
湖
は
実
景
と
は
異
な
る
景
色
が
紹
介

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
富
士
講
の
霊
場
で
あ

る
内
八
海
の
風
景
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
絵

葉
書
に
は
な
ら
な
か
っ
た
と
い
え
ま
す
。

近
代
的
な
観
光
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
に
、
富
士
講
の
霊
場
と
し
て
の
内
八

海
の
枠
組
み
を
崩
し
て
い
く
必
要
が
生

じ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

  
 

 
 

 

（学
芸
員 

千
原
鴻
志
） 

▲写真１「富士八湖絵葉
書」の袋 

▲写真２「（富士八湖）箱根芦ノ湖の富士」
（「富士八湖絵葉書」の一葉） 

▲写真３ 「（富士八湖）志比礼湖の
富士」（「富士八湖絵葉書」の一葉） 

▲写真４ 絵葉書「官幣大社浅間神社
奥宮境内の遠望（西湖）」 
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富士山環境学習支援プログラムのお知らせ 

 富士山ボランティアセンターでは、多くの人が富士山とふれあい、知識を深め、富士山を愛する心や

環境保全の意識を育むことを目的とした、富士山レンジャーによる富士山学習の支援事業を実施してお

ります。交通費や謝礼は一切必要ありません。各種研修にぜひご活用ください。 

※本編に幼稚園・保育園で開催した学習会の様子を掲載しています。そちらもぜひご覧ください。 

 

実施日・時間   原則として平日の毎日（年始年末を除く）９時30分～16時30分の時間帯30分～90分 

対象       地域住民、各種団体、企業等、児童、生徒、学生（教員向け研修もあります） 

定員       最大80名まで（プログラムの内容により異なります。） 

申込み      原則として希望日の１か月前までにお申込みください。 

※詳細は下記よりご確認ください。 

            https://www.yamanashi-kankou.jp/fujisan/manabo/manabo001/index.html 

 

 

 

富士山憲章（行動規範） 

一 富士山の自然を学び、親しみ、豊かな恵みに感謝しよう。 

一 富士山の美しい自然を大切に守り、豊かな文化を育もう。 

一 富士山の自然環境への負荷を減らし、人との共生を図ろう。 

一 富士山の環境保全のために、一人ひとりが積極的に行動しよう。 

一 富士山の自然、景観、歴史・文化を後世に末長く継承しよう。 

               平成10年11月18日 山梨県・静岡県 

富士山憲章は、富士山の自然環境等の保全の理念や環境保全のための

行動規範を示すことにより、富士山の環境保全への協力を訴え、国民

的な規模で保全運動の展開を図っていくことを目的としています。 

■編集・発行 富士山ボランティアセンター 

            （富士山憲章山梨県推進会議） 

山梨県南都留郡富士河口湖町船津6663-1 

（富士山世界遺産センター北館内） 
TEL: 0555-20-9229  FAX: 0555-72-4114 

E-MAIL: fujisan@eps4.comlink.ne.jp 

本誌のバックナンバーは下記よりダウンロードできます。 

https://www.yamanashi-kankou.jp/volunteer/
newsletter/index.html 

富士山環境保全関連イベントのメールマガジン「富士の
国やまなし観光ネット 富士の国やまなしメールマガジン」
は３月３１日で終了です。  ご愛読ありがとうございました。
４月からの富士山環境保全関連イベントは富士山ボラン
ティアセンターホームページにアクセスください。 

https://www.yamanashi-kankou.jp/volunteer/

第21回 富士さんへ謹賀新年～富士山あて年賀状～入賞・入選作品展 

 以下の日程で、入賞・入選作品200点の作品展を行います。富士山への様々な思いにあふれた年賀状を 

ぜひ会場でお楽しみください。 

 

２月１５日（木）～ ２月２６日（月）  山梨県立富士山世界遺産センター南館（富士河口湖町） 

３月 １日（金）～ ３月２０日（水）  三ツ峠グリーンセンター（西桂町） 

３月２２日（金）～ ４月１０日（水）  山中湖温泉紅富士の湯（山中湖村） 

４月１２日（金）～ ５月１３日（月）  河口湖ショッピングセンターBELL（富士河口湖町） 

５月１５日（水）～ ６月 ２日（日）  道の駅なるさわ（鳴沢村） 

６月 ５日（水）～ ６月２４日（月）  ふじさんミュージアム（富士吉田市） 

６月２９日（土）～ ７月３０日（火）  身延町総合文化会館（身延町） 

８月 １日（木）～ ８月３０日（金）  山梨中央銀行本店（甲府市） 

９月 ５日（木）～ ９月１７日（火）  御殿場市民交流センターふじざくら（静岡県御殿場市） 

９月１９日（木）～１０月 ７日（月）  四季の杜おしの公園小池邦夫絵手紙美術館（忍野村） 

  １０月１０日（木）～１０月３０日（水）  富士河口湖町役場（富士河口湖町） 

  １１月 １日（金）～１１月２４日（日）  韮崎市立大村記念図書館（韮崎市） 

 １２月 ４日   (水）～１２月１９日   (木）  静岡県富士山世界遺産センター（静岡県富士宮市） 

  １２月２０日（金）～令和７年１月７日（火）山梨県立富士山世界遺産センター北館（富士河口湖町）  

※各会場の休業・休館日や開館・営業時間に関しては、各会場にお問い合わせください。 

       https://www.yamanashi-kankou.jp/volunteer/topics/no21_kinga_top.html 

  


